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大気中の亜硫酸ガスの時間別測定について

（中間報告）
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ー はじめに

大気汚染調査の一環として，秋田市内10地点

にPb02法による測定を継続行なつているが．

その地点の一つでビル街を中心とする衛研の測定

点が比較的 S02が高いので自動測定記録計によ

つて測定を試みた。

しかし，現在手持ちの記録計は携帯用たので長

期連続測定は不可能だが，出来得る限り稼働した。

また、測定期間は，暖房を使用する前の44年

1 0月から開始し，翌45年8月まで，その間の

成積を発表する。

2 測定期間と場所

昭和44年10月から昭和45月8月まで，秋

田県衛生科学研究所屋上(18 m)  
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成 積

時間別の平均値と最高値の成積は次の表のとお

りである。はじめの4カ月は日中のみ測定したが，

1月に入つてより急に So2の濃度が高くなった
ので， 2，3月は夜間をも測定した。
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測定機器

溶液導電率式ガズ農度計（柳本TGA-15)

測定方法

機器は，希薄な過酸化水素溶液を試料として，

空気中の亜硫酸ガスが吸引されると，酸化作用で

硫酸を生成し，この硫酸の濃度が定量的に変化す

る。その変化が瞬間連続測定されて自動記録計に

あらわれる。これによよて 1時間あたりの値を求

めた。
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表1.
S 0 の時間別測定の乎均値
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表 2
月別 1時間最高値と起日

起 日 I ！ 

I S 0 2 の最高値年 月 日 時 ！ 

昭和 44 1 0 24 1 6~17 0.009 PPM 
i 

11 1 5 15~1 6 uo 58 

12 25 1 3~14 (l102 
-| I 

45 ． 1 28 ， ~10 0.2 3 0 

2 1 8 16~17 Q287 

8 1 0 11~12. 0. 2 28 
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ま と め

1 0月から 6カ月間の各月の時間別平均値と最

商値を見ると，暖房を使用する 12月頃から値が

高くたり， 1,2月が最高で 3月はや刈直が低く

なつている。

、、また時間別に見ると午前8時頃が最も高く，午

后4時～6時頃から徐々に下降しはじめ， 12時

頃までその状態が続き，その後は急激に減つてい

る。

成積は図であらわされたとおり，時間別の平均

値は，もつとも高い 1月の8~9時が0.156PP

M。次いで2,3月の8~9時がそれぞれ町． 39

PPm,0.122PPmであつた。

また， 1時間最高値は2月18日の(l28 7 P 

Pmであった。

機器と年間と通じて全稼動すれば全ぽうが明ら

かになるとともに，年間 1時間値は更に低下する

ものと思われる。

以上のことからして，今後更に継続して調査を

行なう予定である。
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時間別so2の値
昭和44年10月～45年3月

4 6 8 1 0 1 2 14 

｀ 場所 秋田衛研屋上

1 6 18 20 22 24時


